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13．呼吸不全患者における右室負荷の核医学的評価に

　　ついて（201TICI心筋シンチグラムによる検討）
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　PaO270　mmHg以下の呼吸不全，および準呼吸不全患

者24例に201TICI心筋SPECT撮影を行い，短軸像から

左右の心室のカウントの総和を計算しその比がplanar

像を基に計算するより平均肺動脈圧，および肺血管抵抗

対体血管抵抗の比と良く相関することを報告した．この

傾向は慢性閉塞性肺疾患群よりも結核後遺症群で顕著で

あった．結核後遺症群では肺野のバックグラウンドが高

く，胸郭変形や肺病変により心臓軸が偏位しているため

と思われた．

15．心プールSPECTによる左室壁運動の評価

　　一201Tl心筋SPECTとの対比一
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　心筋SPECTによる左室心筋灌流測定量法は一般に行

われているが，心基部左室中隔においては弁など他の部

位との位置関係が不明確等の理由で梗塞か否か判定に困

難なことがある．このために心筋シンチと同一スライス

の心プールSPECT像を求め，壁運動を評価した．

　201T1心筋SPECTを施行した8例（梗塞6例，非梗

塞2例）を心筋シンチ収集直後にECG同期心プール

SPECTを撮像した．1心拍を16分割し，心筋シンチ像

と同一スライスのSagittal，　COrOnal像を作製し，各スラ

イスの左室のphase・amplitude像を求めた．

　心基部スライスにおいて，梗塞部位でphaseの遅れ

（5／6）およびamplitudeの低下（5／6）を認め，心筋の壁

運動を評価でき，梗塞判断に有用である．

14．Sem品ecubitus　Scan法による201Tl心筋SPECT

　　の評価
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16．123HMPによる脳動静脈奇形の術前・術後の評価
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　心筋SPECT画像の画質を改善する目的で被検者に接

近可能な検査台を試作した．被検者は台から右側臥位50

度とし180度スキャンする半側臥位180度撮影法を試み

た．本法を心臓ファントム実験と臨床例（4例の心筋梗

塞患者）に応用した．その結果，従来の方法に比べ検出

器の回転半径を約25％短縮することができ，かつ検査

台によるガンマ線吸収の影響を除外できた．すなわち各

ステップのデータ収集画像ならび再構成画像を従来法と

比較した結果，画像が向上し特に心筋後下壁領域の解像

力が改善した．本法は201T1心筋SPECTにおける新し

い撮影法として有用と思われる．

　血管撮影にてその存在および全摘出が確認された脳動

静脈奇形6例に対し，術前・術直後（手術翌日），1週後

に1231－IMP脳血流シンチを施行した．1231－IMP脳血流

シンチによりこれまで明らかにしえなかった以下の点が

明らかとなった．脳動脈奇形の周囲脳組織に与える影響

として，1）術前のstea1現象の把握，2）術直後における

周囲の過血流状態，3）手術侵襲による低血流状態が挙

げられた．
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